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　今月の表紙は、 家族と過ごすお盆のひとときです。

縁側に腰かけ、 並んでスイカを頬張った子どもたちと

おじいちゃんが、 「おいしい！」 と顔を上げた瞬間を捉

えた一枚。 あどけない笑顔とお盆らしいほっこりする風

景に、 レンズ越しに幸せな気持ちになりました。

Cover



車
と
い
っ
た
「
は
た
ら
く
車
展
示
」

が
人
気
で
、
親
子
で
乗
車
体
験
や

記
念
撮
影
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

 

そ
し
て
今
年
は
、
6
年
ぶ
り
に
盆

踊
り
が
復
活
。
一
般
参
加
者
の
ほ

か
、
人
気
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

に
扮
し
た
参
加
者
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
仮
装
盆
踊
り
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
阪
府
な
ど
遠
方
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
世
代
や
地
域
を

超
え
て
一
緒
に
輪
を
作
る
光
景
に
、

会
場
全
体
が
温
か
い
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
は
、

夜
空
を
彩
る
仕
掛
け
花
火
。
色
と

り
ど
り
の
光
が
会
場
を
照
ら
し
、

来
場
者
の
心
に
夏
の
思
い
出
を
刻

み
ま
し
た
。

 

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ

た
「
国
見
夏
ま
つ
り
」。
国
見
町
商

工
会
や
地
元
事
業
者
な
ど
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
町

全
体
で
作
り
上
げ
た
こ
の
祭
り
に

は
、「
人
を
楽
し
ま
せ
た
い
、
国
見

を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
強
い
地

元
愛
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
訪
れ

た
人
々
に
と
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い

ふ
る
さ
と
の
記
憶
と
し
て
心
に
残
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
音
色
に
包
ま
れ
る
笑
顔
の
輪
。
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国 見 夏 ま つ り
令 和 7 年

毎
年
8
月
の
第
1
土
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
「
国
見
夏
ま

つ
り
」。
今
年
も
夏
の
風
物
詩
と
し

て
、
8
月
2
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か

ら
会
場
を
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
か
ら
移
し
、
6
年
ぶ
り
に
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
雨
が
降
っ
た
り
止
ん

だ
り
の
不
安
定
な
天
気
で
し
た
が
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
、
会
場
は
終
日
大
い
に
賑
わ
い
ま

し
た
。

 

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
国
見

Y
O
S
A
K
O
I
や
も
も
た
ん
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
華
や
か
な
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
音
楽
ラ
イ

ブ
や
舟
山
恵
美
子
さ
ん
の
歌
謡
ス

テ
ー
ジ
、
大
道
芸
な
ど
、
多
彩
な
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

で
は
、多
く
の
人
が
景
品
を
手
に
し
、

大
き
な
歓
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

 

会
場
に
は
、
か
き
氷
や
焼
き
そ
ば
、

射
的
や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な

ど
の
露
店
も
立
ち
並
び
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
笑
顔
が
行
き
交
う
活
気

あ
ふ
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
は
、
パ
ト
カ
ー
や
消
防

忘
れ
ら
れ
な
い
、
夏
の
思
い
出
。
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　今年のチームも若い選手が多く、勢いのある

チームです。選手同士の年齢が近く、チームワー

クの良さが特徴です。投手中心に守り勝つ野球

で、今年こそベスト 8を達成したいです。

　闘志満々の心で、一球一打に全力を注ぎ、勝

利をつかみ取りたいと思います。応援よろしく

お願いします。

国見町チーム主将

中木 秀悟さん

KUNIMI
ALL-TOWN BASEBALL TEAM

第 19 回福島県市町村対抗軟式野球大会

背番号 位　置 氏　名

― 代　表 佐久間裕明

30 監　督 佐藤　宏

29 コーチ 川名　敦

25 コーチ 徳江　勇二

2
コーチ兼
選手 佐藤　健郎

10 主　将 中木　秀悟

11 投　手 佐藤　克彦

17 投　手 齋藤　　翔

18 投　手 高橋　　薫

19 投　手 佐藤　玲温

21 捕　手 滝澤　瑞希

22 捕　手 佐藤　空大

26 捕　手 熊坂　瑛郁

背番号 位　置 氏　名

3 内野手 佐藤　大雅

5 内野手 服部　琢弥

6 内野手 菅野　歩夢

9 内野手 長谷川歩夢

13 内野手 阿部　瑠威

16 内野手 鈴木　俊大

20 内野手 鑓水　裕人

23 内野手 高橋　敦也

28 内野手 井砂　崇

7 外野手 松浦　昭太

8 外野手 高野　陽呂

12 外野手 阿部　浩士

24 外野手 本田　直也

27 外野手 鈴木　雅也

軟式野球：出場選手軟式野球：出場選手

午前 10 時 30 分 プレイボール9 月 13 日土　県営あづま球場
VS　泉崎

村代表

サービス業、建設業、製造業など、町内にはさまざまな企業

があります。目標のために全力で取り組む、好きや得意で貢

献するなど、働き方は人それぞれ。町内でいきいきと働く先

輩たちのメッセージは、これからの道しるべになるかも。

あなたも地
こ

元
こ

で自分の「仕事」を見つけませんか。

これから就活を迎えるあなたへ

―― 大変なことは？

　子ども一人ひとり発達のペースや個性が違うので、昨日で

きたことが今日はできなかったりと、毎日が手探りです。言

葉や関わり方ひとつで子どもに与える影響も大きいため、常

に慎重さと柔軟な対応が求められます。責任者として事故や

ケガがないよう気を配るのも大変ですが、悩みながらも成長

していく子どもたちの姿にいつも励まされています。

―― 仕事内容は？

　当施設は、発達が気になる幼稚園から中学生までの子ども

たちに対し、集団生活や学習のつまづきなど、「困り感」を

解決するため、一人ひとりにあった支援を行っています。そ

の中で私は、国見町と桑折町にある 2 施設の統括責任者とし

て、子どもたちの日常生活や遊び・学びのプログラムの企画

運営、行動の観察と記録、保護者の方との連絡・相談対応、

学校や自宅までの送迎、そしてスタッフの育成など、多岐に

わたる業務を担当しています。

―― 入社のきっかけは？

　子どもに関わる仕事をすることが学生の頃からの夢で、以

前も児童福祉施設に勤務していました。その後、別の職種を

経験しましたが、やはりこの仕事がしたいと思い、求人サイ

トで探していたところ、今の会社が新しい児童福祉施設を立

ち上げることを知りました。前職の経験を活かせるのではな

いかと思い、入社しました。

地
こ

元
こ

で見つけた、
わたしのしごと。

Vol.13

合同会社 もんも（児童発達支援・放課後等デイサービス）

佐
さ

藤
とう

　絢
あや

音
ね

 さん (3 年目）

子どもたちの〝一歩 〟を支える ―

就
活
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　児童福祉の仕事は「子どもが好

き」という気持ちだけではうまくい

かないこともありますが、「子ども

たちのために」という思いと、学び

続ける姿勢があれば大丈夫です。　　　

　子どもたちの笑顔と成長は、き

っとあなたの力になります。当施

設では 20 代～ 70 代までのスタッ

フが活躍し、年齢関係なく意見を

出し合える温かい職場です。少し

でも興味があればぜひ一緒に働い

てみませんか？お待ちしています。

　―― 仕事へのやりがいは？

　子どもたちの成長を間近で見守れることが、この仕事

の一番のやりがいです。「絢音先生がいるから安心して通

わせられる」といった保護者の方の声にも、日々励まさ

れています。責任者として、より良い療育プログラムづ

くりやスタッフの育成にも力を入れ、地域にとって必要

とされる場所にしていきたいです。いつか卒業した子ど

もたちが働ける場所もつくれたら…。それが私の夢です。

合同会社　もんも

●創業 2022 年 ●従業員 11 名 ●住所 国見町大字西大枝字元寺西 1-1

●事業内容 児童発達支援、放課後等デイサービス、日中一時支援事業

「児童発達支援」と「放課後等デイ

サービス」の 2事業を運営し、発達

が気になる幼稚園児から中学生ま

でを対象に、日常生活や集団生活の

「困り感」を解決する支援を行っています。

◀
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
を
行
う
佐
藤
さ
ん

▲この日はおやつを作るプログラム▲遊びや学びのプログラムを企画
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Vol.99
【企画調整課地域振興係　☎ 585-2967】

【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこ

れから百年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まち

づくり」を進めています。このコーナーでは町や地域が行って

いる取り組みについて、毎月お伝えしています。

第 17 回国見町歴史まちづくりシンポジウムを開催しました第 17 回国見町歴史まちづくりシンポジウムを開催しました

約 60 名の方にご参加いただきました （株）ボーダーレス総合計画事務所　鈴木勇人さんによる講演

　8月 9日、観月台文化センターで「第 17 回国見町歴史まちづくりシンポジウム」を開催しました。

当日は約 60 名の参加があり、国見町歴史的風致維持向上計画の第 2 期計画の概要説明を行った後、白河

市まちづくり推進課の渡邊正俊課長からは、歴史的な街並みを生かし、心の豊かさや人とのつながりを大

切にする白河市の先進的な取り組みについて事例紹介がありました。

　続いて、株式会社ボーダレス総合計画事務所の鈴木勇人さんを講師に迎え、「歴史的な建物で町の賑わ

いを取りもどせ」と題した講演が行われました。震災復興に携わった数々の事例をもとに、歴史的建造物

の継承・活用・発展の重要性や、本質的な価値を守る意義について語られ、参加者は熱心に耳を傾けてい

ました。

7 広報くにみ　2025.9

大木戸 6号墳出土の蕨手刀の講演を開催しました大木戸 6号墳出土の蕨手刀の講演を開催しました

　8 月 23 日、大木戸ふれあいセンターで大木戸 6号墳出土の蕨手刀の講演を開催しました。　

　講師には、古代製鉄研究所代表の吉田秀享さんと将平鍛刀場刀匠の藤安将平さんを迎え、出土した蕨手

刀やその材料となる鉄を古代の技法で復元するプロセスについて分かりやすく解説していただきました。

　大木戸古墳群には 6 基以上の古墳が存在

していたと伝わり、今回の蕨手刀は昭和 4

年または昭和 5 年ごろに地域住民が発見し

たものです。8 世紀後半ごろに作られた刀

とされ、当時の技術を今に伝える貴重な歴

史資料です。現在も研究が進められており、

その謎に多くの参加者が歴史ロマンを感じ

ていました。

　この蕨手刀は、9 月 28 日まであつかし歴

史館で展示しています。地域に眠る古代の

息吹をぜひ間近で感じてみてください。

復元された蕨手刀と講演の様子
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く
に
み
幼
稚
園
（
年
長
組
）

【
ロ
ボ
ッ
ト
】

かんの　るい

ふじま　ゆずきひきち　はるま

いさご　しおり

国見町過疎地域持続的発展計画

2026（R8）～ 2030（R12）

第 6 次国見町総合計画
2021（R3）～ 2030（R12）

基基本本計計画画
将来像の実現のための具体
的施策や到達を目指す目標
水準を定めるもの

実実施施計計画画

社会経済情勢の変化などに対応しながら、基本計画

に定める施策の実施に向けた年次計画を定めるもの

基基本本構構想想

国見町の目指す将来像を描き、実現する

ために必要な施策の大綱を定めるもの

　
第
6
次
国
見
町
総
合
計
画
（
令

和
3
年
度
～
令
和
12
年
度
の
10
年

間
）
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
国
見
町
の
最
上
位
計
画
で
す
。

　
今
年
度
は
計
画
期
間
の
中
間
年

度
を
迎
え
る
た
め
、
検
証
及
び
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
見
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
（
令
和
4
年
度
～
令
和
7
年

度
の
4
年
間
）
は
、
令
和
4
年
4

月
か
ら
町
内
全
域
が
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
た
た
め
、
国
見
町
の
持

続
的
発
展
を
目
指
す
計
画
で
す
。

本
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
次
期
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
5
月
に
は
村
上
利
通
町
長
か
ら

両
計
画
を
審
議
す
る
国
見
町
総
合

計
画
審
議
会
へ
見
直
し
及
び
策

定
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

現
在
審
議
会
で
は
諮
問
に
基
づ

き
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
訂
や

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
基
礎

資
料
に
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
や
有
識
者
の
意
見

を
幅
広
く
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
審
議
会
の
ほ
か
に
5
つ

の
分
野
に
分
か
れ
た
専
門
部
会

も
設
置
し
な
が
ら
、
意
見
を
集

約
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
改
定

（
素
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
予
定
で
す
。

第 1回総合計画審議会

結果（町 HP）

を進めています

と

第 6次国見町総合計画 の見直し

次期 過疎地域持続的発展計画 策定

問企画調整課総合政策係 ☎ 585-2217

　　　　　　過疎対策係 ☎ 585-2927 



9 広報くにみ　2025.9

関根振興局長（右）から感謝状を受け取る村上町長（左）

令
和 6 年度における個人県民税徴収率が優良として、

国見町に知事感謝状が贈呈されました。贈呈式は 8

月 4 日に国見町役場で行われ、関根昌典県北地方振興局長

から村上利通町長に感謝状が手渡されました。令和 6 年度

の収納率は現年課税分と滞納繰越分を合わせて 99.92%（前

年度 +0.08）で、管内の他の市町村と比べても非常に高い

徴収率。知事感謝状の贈呈は今回で 19 回連続となります。

県北管内トップの個人県民税徴収率
19 回連続で国見町に知事感謝状

来場者にチラシ等を配布し、交通安全を呼びかける

夏
の交通事故防止県民総ぐるみ運動（7 月 16 日から 25

日）に合わせ、7 月 17 日に道の駅国見あつかしの郷

で交通安全キャンペーンが行われました。国見町交通対策

協議会や福島北署桑折分庁舎などの関係団体から約 20 名

が参加し、来場者にチラシや反射材などを配布しました。

また、パトカーの乗車体験も行われ、来場者に交通事故防

止を呼びかけました。

交通ルールを守って事故撲滅を
夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

専用の機材で調理を体験する参加者

国
見町給食センターの見学体験ツアーが 7 月 19 日に開

催され、小中学生とその家族合わせて 25 名が参加し

ました。ツアーでは、給食センター内部の見学のほか、調

理体験や栄養教諭による食育の講話が行われました。参加

者は調理員と一緒に作ったカレーを味わいながら、給食が

持つ役割や食の大切さについて体験をとおして理解を深め

ていました。

給食をつくってみよう
国見町給食センター見学体験ツアー

阿津賀山防塁を体験するひらいずみ遺産塾生

岩
手県の世界遺産を学ぶ「ひらいずみ遺産塾」の児童・

生徒 19 名が、7 月 29 日に国見町を訪れました。奥

州藤原氏が構築した阿津賀志山防塁（国史跡）を見学しな

がら、同氏が源頼朝によって滅亡に追い込まれた奥州合戦

の歴史や平泉とのつながりを学びました。

　また、町特産品の桃も味わい、国見町の魅力を感じるひ

とときとなりました。

平泉の歴史をたどって
「ひらいずみ遺産塾」の子どもたちが来町

―Town Topics In Kunimi―

ちのわだいま 9月号
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―Town Topics In Kunimi―

ちのわだいま 9月号

国
見
自
慢
の
お
い
し
い
桃
を
P
R

全
国
各
地
で
町
産
桃
の
P
R
販
売

1_ 愛知県名古屋市「バンテリンドームナゴヤ」(7/20)　2_

宮城県石巻市「宮城県石巻合同庁舎」（7/16) 3_ 岩手県平泉

町「道の駅平泉」(7/19) 4_ 栃木県茂木町「道の駅もてぎ」

(7/21)　5_ 北海道ニセコ町「道の駅ニセコビュープラザ」

（7/26）　6_ 岐阜県池田町「道の駅池田温泉」(8/2 ～ 3)

　
国
見
町
で
は
、
7
月
中
旬
か
ら

8
月
上
旬
に
か
け
て
、
宮
城
県
石

巻
市
、
岩
手
県
平
泉
町
、
栃
木
県

茂
木
町
、
北
海
道
ニ
セ
コ
町
、
岐

阜
県
池
田
町
で
、
桃
の
P
R
販
売

を
行
い
、
国
見
の
桃
の
お
い
し
さ

や
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　
相
互
交
流
の
あ
る
各
市
町
で

は
、
国
見
町
産
の
桃
が
大
人
気
で

販
売
開
始
前
か
ら
購
入
希
望
者
の

長
い
行
列
が
で
き
、
用
意
し
た
桃

は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
7
月
20
日
に
愛
知
県
名

古
屋
市
の
バ
ン
テ
リ
ン
ド
ー
ム
ナ

ゴ
ヤ
で
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
公
式

戦
で
、「
ふ
く
し
ま
が
お
い
し
い

理
由
（
わ
け
）
を
知
ろ
う
デ
ー
」

が
開
催
さ
れ
、
来
場
者
5
0
0
名

限
定
で
国
見
町
産
の
桃
が
も
ら
え

る
抽
選
券
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
島
県
が
ゲ
ー
ム
ス
ポ
ン
サ
ー

を
務
め
、
県
内
の
復
興
状
況
や
農

林
水
産
物
の
安
全
性
や
お
い
し
さ

を
広
く
周
知
す
る
た
め
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
町
自
慢
の

味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

１

2

3

4

6

5

が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援

国
見
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
奨
励
金
交
付

　
全
国
大
会
、
東
北
大
会
、
県
大
会
に
出

場
す
る
児
童
、
生
徒
に
奨
励
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

■
全
国
大
会
【
全
国
商
業
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
】　
近
野
結
花
（
高
3
）

【
第
39
回
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
】
越
前
葵
葉
（
小
4
）

■
東
北
大
会
【
第
19
回
東
北
高
等
学
校
春

季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
、
第
68
回

東
北
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
】
佐
藤
来
未
（
高
3
）、
佐
藤
優
心
（
高
2
）

【
東
北
中
学
校
体
育
大
会
第
53
回
東
北
中

学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
】
齋
藤
充
希
（
中

3
）、
髙
橋
利
綱
（
中
2
）

【
J
A
共
催
杯
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ

野
球
東
北
連
盟
大
会
】
菅
野
航
太
（
中
1
）、

佐
藤
陽
空
（
中
1
）

■
県
大
会
【
第
63
回
福
島
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
】
県
北
中
学
校
吹
奏
楽
部

【
第
78
回
福
島
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
】
津
田
佳
純
（
高
3
）

【
第
74
回
宮
城
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
】
佐
藤
孝
信
（
高

1
）、
佐
藤
凪
（
高
1
）

【
J
V
A
第
45
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
福
島
県
大
会
、
第
78
回
福
島

県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
部
】
国
見
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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　国見町で生まれた赤ちゃんです！

Kunimi's Kunimi's B a b y

菊
きく

池
ち

　澄
す

衣
い

 ちゃん (R7.5.14 生）

【名前の由来】

澄んだ心の持ち主になりますように。

【ご家族からのメッセージ】

生まれてきてくれてありがとう！家族 4人で楽しく元気に過ごそうね！

子育てインフォメーション

ニコニコ相談会ニコニコ相談会

■日　時　11月 12日水 午前 10時～午前 11時 30分　

■会　場　子育て支援センター （藤田保育所内）

■対象者　国見町在住の妊婦、国見町在住の乳児及び保護者

■持ち物　母子健康手帳、子どもの飲み物

■申込み　前日までに福祉課子育て支援係または藤田保育所

          （☎ 585-2374）へ連絡

3 か月児・9か月児健診3か月児・9か月児健診

■日　時　11月 27日木　午後 1時 45分～午後 3時頃

■受　付　午後 1時 20分～午後 1時 30分　

■会　場　観月台文化センター　第 1和室

■対象者　3か月児健診　令和 7年 6～ 7月生まれ

　　　　　9か月児健診　令和 6年 12 月～令和 7年 1月生まれ

2 歳児相談会2歳児相談会

■日　時　11月 15日土　午前 9時 30分～午前 11時 30分頃　

■会　場　観月台文化センター　第 1和室

■対象者　令和 4年 9月 1日～令和 5年 8月 31日生まれ

■内　容　発達や子育てに関する講話、身体計測、歯科指導、

　　　　　栄養相談、発達相談など

■申込み　事前申込み制、対象者には個別にお知らせします

母子手帳アプリ「母子モ」配信中！母子手帳アプリ「母子モ」配信中！

　お子さんの成長管理や予防接種管理のほか、町からの子

育て情報も配信されます。お薬手帳の機能も追加されまし

た。ぜひご利用ください！

ダウンロードはこちら

「里親入門講座」開催のお知らせ「里親入門講座」開催のお知らせ

■日時・会場　（第 1回）10 月 21 日火　午前 10 時～午前 11 時 30 分

　　　　  　　　　　　 コラッセふくしま 3 階 会議室 302（福島市三河南町 1-20）

 　　　　　 　（第 2回） 11 月 4 日火　午前 10 時～午前 11 時 30 分

　　　　  　　　　　　 本宮市商工会館 1 階 青女研修室（本宮市千代田 87-1)

■参加費　　　無料

■内　容　　　講義「里親制度について」、里親体験談

■申込み　　　電話またはファックス、メールにて申し込みください。

　　　　　　　【電話】 090-1080-9664（土日祝日除く 午前 9時～午後 5時）　【Fax】 024-983-7708

            　【メール】fostering@hoshipital.jp　

■主催・問い合わせ先　　ふくしま里親相談センター

　社会的養護を必要とする児童の受け皿となる里親制度について県民の理解を広め、里親に関心を持っていただく

ために、「里親入門講座」を開催します。

問 こども家庭センター（問 こども家庭センター（福祉課子育て支援係内） ☎585-2179福祉課子育て支援係内） ☎585-2179

今月の対象は

乳幼児 小・中学生

子育て情報

　　をお届け！ 新生児出産まで

くにみくにみ

子育て子育て

ひろばひろば
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 ヒヤッとしたらどうする？ 子どもの応急処置 ヒヤッとしたらどうする？ 子どもの応急処置

　9月 9日は「救急の日」。子どもと一緒に過ごしていると、「うっかり口に入れてしまった」「転んであざができた」「熱

いものに触れてしまった」など、ヒヤッとする場面に出会うことがあります。そんなときに落ち着いて対応できるよう、

応急処置についてご紹介します。

打撲

意識がない、出血がひどい、繰り返し嘔吐 救急車を呼ぶか急いで病院受診

様子をみて泣き止まなかったり、ず

っと痛がっている場合は病院受診

頭を打った場合は、症状が遅れて出

ることがあるため、2 ～ 3 日は様子

の変化に注意

すぐに大声で泣くなどし、意識がはっきりしている

打
撲
後
の
様
子

やけど

20 分程度流水で冷やす。刺激を避けるため、シャワーなどで直接あてないようにしましょう。

服の上からのやけどの場合、無理に脱がさず、服の上から冷やす。

水ぶくれはつぶさない。

やけどした範囲が広い場合は、救急車を呼ぶかすぐに病院へ連れて行きましょう。

誤飲

灯油、ベンジン、除光液、農薬、殺虫剤、ネズミ駆除剤 救急車を呼ぶ

急いで病院受診
（症状がなくても）

ボタン電池、鋭利な異物（ヘアピン・針など）、磁石、洗剤、

吸水性樹脂、水で膨らむビーズ、芳香剤、消臭剤、防虫

剤、漂白剤、たばこ（吐かせる）、コイン、おもちゃ

家で様子を見る
診療時間内に受診

少量のインク、クレヨン、絵具、粘土、化粧品（口紅、

ファンデーション）、石けん

誤
飲
物
の
例

異物がのどに詰まってしまったとき

　119 番通報を誰かに頼み、直ちに次の方法で詰まった物の除去を

試みます。

　１歳以上の幼児には、まず「背部叩打法」を行い、異物が除去で

きなかったときは「腹部突き上げ法」を行います。

　１歳未満の乳児には、「背部叩打法」と「胸部突き上げ法」を数回

ずつ交互に行いましょう。意識がない場合は、心肺蘇生を行います。 【背部叩打法】 【胸部突き上げ法】【腹部突き上げ法】

●子ども医療でんわ相談

休日・夜間の子どもの症状にどのように対処したらい

いのか、病院を受診した方がよいのかなど判断に迷っ

た時に、小児科医師・看護師に電話相談ができます。

発熱、ケガ、嘔吐、けいれんなど、判断に困ったら

☎ ＃８０００
（19:00 ～翌朝 8:00）
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院長先生の診察室から 【第 46 回】

公立藤田総合病院院長

近藤　祐一郎 先生

9 月に入り、秋の気配が感じられる季節になってきました。9月 9日は「救急の日」

です。令和 6年伊達消防組合の救急出動件数は 5,433 件で、65 歳以上の高齢者が 75

％を占めており、その症状は「中等症～軽症」が 86.5％を占めていました。　　

緊急性の高い症状の場合のみ救急車を呼び、適切な利用をお願いします。救急車

を呼ぶか迷ったときは、かかりつけの医療機関に相談もしくは、24 時間対応の救急

電話相談（☎「＃ 7119」つながらない場合は☎ 024-524-3020) を利用しましょう。

また、15 歳未満のお子さんに関することは、子ども医療でんわ相談（☎「#8000」または☎ 024-521-

3790）に相談しましょう。

救急車を呼び、到着するまでに、保険証・診察券、お金、履物、普段飲んでいる薬、お薬手帳、母子健

康手帳などの準備をしておきましょう。

 熱中症予防 POINT

・遮光カーテンの設置　・帽子や日傘の着用　・こまめな休憩、日陰の利用暑さを避ける

・扇風機やエアコンの利用　・通気性、吸水性、速乾性に優れた服を着用する

・保冷剤、氷、冷却グッズなどで体を冷やす
体の蓄熱を避ける

のどの渇きを感じなくても、1時間にコップ 1杯程度の水分を補給する（1日 1.2 ℓ目安）

※持病がある人は、主治医に摂取量を相談してください。
こまめな水分補給

 残暑でも熱中症に注意！

　9 月は朝と夜の気温も低くなりだんだんと過ごしやすくなる時期ですが、まだ残暑が厳しい季節です。気

温や湿度が高い日がありますので、熱中症には注意しましょう。特に朝晩の寒暖差が大きかったり、暑い日

が続いた後、急に涼しくなるなど気温差により体調を崩しやすく、熱中症を引き起こす危険性があります。

食生活見直し POINT

野菜を食べよう

（360g/ 日）

塩分は控えめに

（毎日 -2g)

バランスの良い食事

（まずは 1食から整える）

毎日の暮らしに牛乳を

（カルシウム摂取）

果物で免疫力 UP

（ビタミン摂取）

 食生活を見直そう　～5つのポイントで健康生活～

　9月は食生活改善普及運動月間です。

　食生活の見直しポイントは5つです。生活習慣病予防の他、子どもの将来の食生活にも大切なポイントです。

　この機会に、ぜひ食生活について見直してみましょう！
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問問ほけん課　保健係　☎ 585-2783ほけん課　保健係　☎ 585-2783

✉✉hoken@town.kunimi.fukushima.jphoken@town.kunimi.fukushima.jp― Health topics ―― Health topics ―

ほけんだよりほけんだより

 伊達地域で活躍する医師から“健康ひと言アドバイス”

　以前、慢性腎臓病は、主に慢性糸球体腎炎など元来の腎疾患が原因でした。

しかし、今日では糖尿病、高血圧、肥満、脂質異常症、痛風など生活習慣病関

連腎疾患が増加。日本人では腎機能の低下に伴い死亡率の上昇、狭心症や心不

全が増悪します。身近な生活習慣病をしっかり予防、治療することが大切です。

慢性腎臓病（CKD）と生活習慣病

( 医 ) もり医院 　森
もり

 一
かず

弥
や

 先生

 見直そう！「重複・頻回受診」「重複・多剤処方」　

重複・多剤処方とは？

　重複処方とは、複数の医療機関から同時期に類似している薬効の薬を処方されることをいいます。また、

必要以上に多くの種類の薬を処方されることを多剤処方といいます。医療機関に通院する時には、「おくす

り手帳」を持参しましょう。

医療費の負担を

増やしてしまう

重複・多剤処方により

こんなことが起こるかも…

●副作用や中毒が　　　

　現れることがある

●薬本来の効果

　が表れない

　町では、「重複・頻回受診」「重複・多剤処方」に該当する方への受診指導を行っています。　

保健師または看護師が個別訪問をして、健康状態や生活状況を確認するとともに、適切な

受診や投薬などの受診指導や健康相談を行います。

　また、今年度より睡眠薬を処方されている方で、「最近転びやすくなった」と感じる方を

対象に保健指導も行っています。

個別訪問を行っています

重複・頻回受診とは？

　重複受診とは、同様の病気で 2 カ所以上の医療機関を受診することをいいます。また、頻回受診とは、ひ

と月に同様の病気で同じ医療機関に 15 回以上通院することをいいます。

身体的な影響

重複する検査や投薬によ

り、かえって体に悪影響を

与えてしまう心配もありま

す。過度な受診に気を付け

ましょう。

経済的な影響

医療費の負担増

￥
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図書館図書館へ行こうへ行こう
図書館見学ツアー

　子ども司書講座「図書館見学ツアー」が 7 月 31 日に行われ、受講生 3

名と子ども司書 2 名が福島県立図書館、福島県点字図書館、こむこむ館

子どもライブラリーを訪問しました。

　福島県立図書館では、司書についての講義を受け、普段入れない地下

の閉架書庫の見学も行いました。福島県点字図書館では、録音図書体験

や点字に挑戦し、視聴覚障害者の図書館について理解を深めました。こ

むこむ館子どもライブラリーでは、司書の方による「おはなし会」を見

学し、声の大きさや抑揚など、読み聞かせの工夫を実際に体験しました。 ▲普段入れない閉架書庫を見学

開館 5 周年記念イベント　国見町図書館フェスタ

　国見町図書館の開館 5周年を記念して、「国見町図書館フェスタ」を開催します。　　

　当日は、国見町出身の絵本作家 Yuh（ゆう）さんによる講演会や本の無償譲渡会、カフェなど、子どもか

ら大人まで楽しめる多彩なイベントを用意しています。皆さまのご来場をお待ちしています！

■日時　10 月 5 日日　午前 9時 30 分～午後 2時　　■場所　観月台文化センター

ArtArt  &&  SportsSports  LifeLife　　～文化・スポーツ情報～～文化・スポーツ情報～

イベント・コンサートのお知らせ

山本奈央オカリナコンサート

■日時　　　

9月 28日日　午後 3 時開演　

■場所　　　

観月台文化センターホール

■チケット　

観月台文化センターで販売

前売り 2,000円（中学生以下無料）　

当　日 2,500円　

菊池亮太 Piano Recital TOUR`25-26'「人生の階段」

■日時　　　

令和 8年 1月 25日日　午後 2時開演

■場所　　　

観月台文化センターホール

■チケット　

観月台文化センター窓口またはイープラス

前売り 4,000 円（予定）　

当　日 4,500 円（予定）　
イープラス

8 月 7 日、8 日の両日にベーゼンドルファー夏の特別試弾会が開催され

ました。夏休み期間ということもあり、多くの小・中・高校生を含む

20 組が参加し、世界的に名高いベーゼンドルファーの響きを体験しま

した。普段触れることのできない名器に挑戦する子どもたちの表情は真

剣そのもので、家族や仲間から温かい拍手が送られていました。

ベーゼンドルファー　夏の特別試弾会

日　時 10月 28日火、29日水　午前 9時～午後 8時 50分

各日　限定 9組（先着順）定　員

1,000円 /1組 50分料　金

9月 22日から受付開始 観月台文化センター窓口または電話で申込み申込み

ベーゼンドルファー　秋の特別試弾会
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国見町教育委員会生涯学習課（観月台文化センター）

☎ 585-2676　Fax585-2707

E-mail : shogai@town.kunimi.fukushima.jp

生涯学習通信
▶ Lifelong-Learning

夏休みのアルバム夏休みのアルバム

国見っ子わんぱく広場 /特別体験活動国見っ子わんぱく広場 /特別体験活動

くにみ夏休み学習会くにみ夏休み学習会

ごみ拾い大作戦ごみ拾い大作戦

野外体験活動②野外体験活動② 特別体験活動②特別体験活動②

少年仲間づくり教室「自然体験キャンプ」少年仲間づくり教室「自然体験キャンプ」

短期スイミングスクール短期スイミングスクール

ももスポ夏まつりももスポ夏まつり

高校入試対策講座高校入試対策講座

自然体験キャンプ②自然体験キャンプ② ももスポ夏まつり②ももスポ夏まつり②

国見っ子わんぱく広場 /野外体験活動国見っ子わんぱく広場 /野外体験活動

お知らせ

・観月台文化センター 3 階 空調設備工事

 (10/1 日～ 31 日まで 3階フロア閉鎖）

・柏葉体育館空調工事 ( 令和 8年 1月 30 日まで）

※工事期間でも利用可能。工事状況により使用を制限する場合があります

工事のお知らせ

・日　時　　9月 23 日火㊗

「くにみの日」施設無料開放日

・対象施設　観月台文化センター、上野台運動公園
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国
見
国
見
のの
民
話
民
話

か
る
た

か
る
た

ち
ょ
っ
ぺ
森
の
蛇

【
第
二
十
七
回
】

【
松
の
根
を 

ま
く
ら
に
し
た
ら
ば 

蛇
だ
っ
た
】

　
昔
、
小
坂
の
「
ち
ょ
っ
ぺ
森
」

と
い
う
小
山
に
、
男
が
二
人
で
馬

を
引
い
て
草
刈
り
に
行
っ
た
そ

う
だ
。
何
せ
昔
の
人
は
朝
が
早

い
。
ま
だ
暗
い
う
ち
に
出
か
け

て
、
せ
っ
せ
と
草
を
刈
っ
た
。
草

は
六
把
、
馬
の
背
に
つ
け
て
帰
っ

て
く
る
の
が
お
決
ま
り
で
、
四
把

ま
で
刈
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
こ
こ

ら
で
ち
ょ
っ
と
一
休
み
。
う
と
う

と
す
っ
ぺ
」
と
あ
た
り
を
見
回
す

と
、
ち
ょ
う
ど
枕
に
す
る
の
に
良

さ
そ
う
な
根
上
が
り
松
が
笠
を

広
げ
て
い
た
ん
だ
そ
う
だ
。
「
あ

あ
、
こ
こ
が
良
か
ん
べ
」
と
、
二

人
し
て
横
に
な
っ
た
。

　
「
ぐ
わ
ー
っ
」
と
鼻
い
び
き
。

「
お
め
ぇ
の
鼻
い
び
き
で
寝
ら
ん

ね
ぇ
」
と
一
人
が
言
う
と
、
「
お

れ
で
ね
ぇ
」
と
。
も
う
一
人
が

横
に
な
る
と
、
ま
た
「
ふ
ぐ
ぁ
ー
」

と
す
ご
い
い
び
き
。
お
互
い
に

文
句
を
言
い
合
っ
て
い
る
と
、

ま
た
ま
た
「
ふ
ぐ
ぁ
ー
」
と
大

い
び
き
が
聞
こ
え
た
。
顏
を
見

合
わ
せ
な
が
ら
見
上
げ
る
と
、

ピ
カ
ピ
カ
鏡
の
よ
う
な
大
蛇
の

眼
と
合
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。

お
ま
け
に
ペ
ロ
ペ
ロ
ー
っ
と
赤

い
舌
ま
で
出
し
て
い
る
。

　
男
た
ち
は
、
刈
っ
た
草
を
放

り
出
し
て
、
馬
の
首
が
抜
け
る

ほ
ど
引
っ
張
っ
て
逃
げ
て
き
た

と
い
う
お
話
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
募
集
し
ま
す
　

　 

「
一
般
社
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
」
で
は
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

や
集
会
施
設
の
整
備
、
防
災
力
向

上
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
や
地
域

の
国
際
化
の
推
進
な
ど
の
地
域
づ

く
り
等
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
対
象
団
体　

町
、
町
内
会

な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、
実

行
委
員
会
ほ
か

▼
申
請
期
限

　
9
月
26
日
金
（
問

い
合
わ
せ
先
に
提
出
）

問
企
画
調
整
課
総
合
政
策
係

☎
5
8
5
‐
2
2
1
7

9
月
21
日
は
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
（
認

知
症
の
日
）

　　認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
脳
の
病
気
で
す
。
85
歳
以

上
に
な
る
と
4
人
に
1
人
が
認

知
症
の
症
状
が
現
れ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
何
も
で
き
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
認
知
症
と
疑
わ
れ

る
症
状
が
現
れ
た
と
き
か
ら
、
そ

の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
て
、
ど
の

よ
う
な
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
の
か
情
報
を
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
認
知
症
ケ

ア
パ
ス
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
医
療
機
関
、
歯
科
医
院
、

薬
局
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
福
祉
課
の
窓
口
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ

き
、
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
5
8
5
‐
2
1
2
5

結
婚
世
話
や
き
人

　
　
　
　
月
例
相
談
会

　
　
町
で
は
、
結
婚
に
つ
い
て
心
配

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
を
支
援

す
る
た
め
、
結
婚
世
話
や
き
人
に

よ
る
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
9
月
28
日
日

　午
後
1

時
か
ら
午
後
3
時

▼
場
所

　
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

1
階

　
第
2
和
室

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎
5
8
5
‐
2
1
7
9

「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
を

　
　
配
布
し
て
い
ま
す

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
義
足
や

人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
方
、

内
部
障
が
い
や
難
病
の
方
、
ま
た

は
妊
娠
初
期
の
方
な
ど
、
援
助
や

配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

が
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い

方
々
が
、
周
囲
の
方
に
配
慮
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
る
マ
ー
ク
で

す
。
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
は
ス
ト

ラ
ッ
プ
が
つ
い
て
お
り
、
鞄
な

ど
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

町
内
に
居
住
す
る
方
で
、
手

帳
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る

方
１
人
に
つ
き
１
個
を
配
布
し

ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
5
8
5
‐
2
7
9
3

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
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と
な
り
ま
す
。
受
診
希
望
の
方
に

は
、
予
約
後
、
受
診
カ
ー
ド
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
ほ
け
ん
課
保
健

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
ほ
け
ん
課
保
健
係

☎
5
8
5
‐
2
7
8
3

9
月
23
日
は

　
国
見
町
の
献
血
の
日

　
　
9
月
23
日
（
く
に
み
の
日
）
に

開
催
さ
れ
る
「
第
28
回
義
経
ま
つ

り
」
の
会
場
内
に
献
血
カ
ー
を
設

置
し
ま
す
。
献
血
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

　9
月
23
日
火
㊗

　午
前

の
部
：
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前

11
時
30
分
　
午
後
の
部
：
午
後
1

時
か
ら
午
後
4
時

▼
場
所
　
義
経
ま
つ
り
藤
田
宿
グ

ル
メ
街
道

問
ほ
け
ん
課
保
健
係

☎
5
8
5
‐
2
7
8
3

動
物
愛
護
週
間

　
9
月
20
日
土
か
ら
26
日
金
ま
で

動
物
愛
護
週
間
で
す
。
動
物
は
愛
情

秋
の
総
合
検
診

　
今
年
度
最
後
の
検
診
と
な
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と

お
り
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
対
象
者
に
配
付
し
ま
し
た

「
検
診
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
26
日
日

　午
前
7

時
30
分
か
ら
午
前
10
時
15
分
（
15

分
毎
に
受
付
）

▼
場
所
　
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
予
約
方
法
　
電
話
で
の
予
約
：

☎
0
1
2
0
‐
1
1
0
‐
4
8
9

W
E
B
予
約
：
左
記
の
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
受
付
期
間
　
10
月
2
日
木

か
ら
10
月
8
日
水

　午
前
9
時
か

ら
午
後
5
時
（
10
月
5
日
日
は
電

話
予
約
不
可
）

▼
持
ち
物
　
受
診
カ
ー
ド
、
保
険

証
ま
た
は
マ
イ
ナ
保
険
証
・
資
格

確
認
書
の
い
ず
れ
か
、
検
体
容
器
、

自
己
負
担
金
（
社
会
保
険
の
み
）

※
検
体
容
器
は
予
約
受
付
後
、
町

か
ら
送
付
し
ま
す
）

▼
そ
の
他
　
19
歳
以
上
40
歳
未
満

で
、
職
場
や
学
校
等
の
健
康
診
断

を
受
け
る
機
会
が
な
い
方
も
対
象

と
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
の
適
正
飼
育

　

(1)
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登
録

と
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
、
鑑
札
と
注
射
済
票
を

首
輪
等
に
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（2）
飼
い
犬
を
迷
子
に
さ
せ
な
い
よ

う
、
迷
子
札
や
日
頃
か
ら
の
リ
ー
ド

と
首
輪
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（3）
犬
の
散
歩
の
際
は
、
必
ず
リ
ー

ド
を
つ
け
、
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

（4）
日
常
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、

正
し
い
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
猫
の
適
正
飼
育

（1）
「
室
内
飼
い
」
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
交
通
事
故
、
病
気
、
迷
子
、

近
隣
へ
の
フ
ン
尿
被
害
な
ど
を
防

ぐ
た
め
、
ま
た
、
災
害
時
に
同
行

避
難
が
で
き
る
よ
う
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。
　

（2）
飼
い
猫
を
迷
子
に
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
迷
子
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（3）
野
良
猫
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
不
幸
な
子
猫
が
生
ま
れ
、
フ

ン
尿
被
害
に
よ
る
近
隣
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他

（1）
ペ
ッ
ト
用
の
避
難
用
具
（
キ
ャ

リ
ー
バ
ッ
グ
、
フ
ー
ド
、
水
、
ト

イ
レ
用
品
な
ど
）
を
平
時
か
ら
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（2）
飼
い
犬
・
飼
い
猫
な
ど
が
逃
げ

て
し
ま
っ
た
ら
、
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
役
場
、
警
察
署
等
へ

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（3）
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保

護
さ
れ
た
犬
や
猫
を
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
育
で
き
る
方
へ
の
譲

渡
を
行
っ
て
い
ま
す
。
譲
渡
を
希

望
す
る
方
は
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
（
☎
9
5
3
‐
6
4
0
0
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
住
民
防
災
課
生
活
交
通
係

☎
5
8
5
‐
2
1
1
6

ふ
く
し
ま
障
害
者
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す

　
採
用
担
当
者
と
直
接
面
談
で
き
る

機
会
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
に
つ
い
て
は
事
前

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
10
月
17
日
金
　
午
後
1

時
か
ら
午
後
4
時

▼
場
所
　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
4

階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
他
（
福
島

市
三
河
南
町
1
‐
20
）

▼
参
加
事
業
所
　
27
社
程
度

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島 

専
門
援
助

部
門
（
障
害
者
担
当
）

☎
5
3
4
‐
4
1
2
1
（
部
門
コ

ー
ド
45
＃
）

農
薬
は
周
り
に
配
慮
し
、

適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

 
 

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
周
り

に
配
慮
し
、
正
し
く
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
業
者
へ
の
お
願
い

(1)
住
宅
地
周
辺
で
の
農
薬
散
布
は
、

周
辺
住
民
へ
の
影
響
を
考
え
、
作

業
日
時
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

(2)
住
宅
や
他
の
ほ
場
、
通
行
人
に

農
薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
強
風

の
日
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

（3）
散
布
作
業
時
は
、
農
業
用
マ
ス

ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
、
防
護
衣
等
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

（4）
農
薬
の
使
用
回
数
、
量
、
濃
度

な
ど
の
使
用
上
の
注
意
を
守
っ
て

使
用
し
、
使
用
記
録
を
残
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▼
町
民
へ
の
お
願
い

　
農
薬
飛
散
の
拡
大
防
止
や
通
勤

通
学
の
時
間
帯
を
避
け
る
た
め
、

早
朝
に
農
薬
散
布
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
産
業
振
興
課
農
林
振
興
係

☎
5
8
5
‐
2
9
8
6

問
農
業
委
員
会

☎
5
8
5
‐
2
8
9
0

WEB 予約



   ※住民基本台帳人口（前月比）

令和 7年 7月 31 日現在

人口と世帯

人口 7,977  （－ 12）

男 3,854   （－ 8）

女 4,123   （－ 4）

世帯 3,359   （－ 7）

転入 12  （＋ 5）

転出 10  （－ 7）

出生 　　0  （± 0）

死亡 14  （＋ 7）

当番日 医療機関名 電話番号

5日日 こばやし子ども・内科クリニック
（伊達市梁川町字内町 47）

☎ 577-0663

12日日 （医）桑名医院
（伊達市片町 41）

☎ 583-3024

13日㊡ （医）村上医院
（国見町大字藤田字北 11-1）

☎ 585-2152

19日日 さとう整形外科内科クリニック
（伊達市保原町字東野崎 70-1）

☎ 572-7606

26日日 （医）阪内医院
（伊達市梁川町青葉町 97）

☎ 577-2222

10月の休日当番医（診療時間：午前 9時～午後 5時）

※ 当番医が変更になる場合や診療していない科もあります

ので、事前に電話で確認のうえ、受診してください。

【休日救急歯科診療】（日・祝）

　受付時間：午前 9時から午後 4時 30 分まで

　場所：福島市保健福祉センター（福島市森合町 10 番 1 号）

9/9 火
・広報くにみ 9月号発行

・移動図書館（2年生）

10 水 ・いきいきサロン第 3（午後 1時 30 分～）

11 木

・いきいきサロン耕谷（午前 10 時～）

　　　　　　　　　　藤田（午後 1時 30 分～）

・心配ごと相談（午前 9時～正午）

・戸籍係窓口延長（午後 7時まで）

12 金 ・いきいきサロン第 8・9（午後 1時 30 分～）

13 土
・新教研もぎテスト

・市町村対抗軟式野球大会（VS 泉崎村）

14 日 ・英検対策講座

15 月 ・敬老の日

16 火

・いきいきサロン山根（午前 10 時～）

　　　　　　　　　 徳北・第 7（午後 1時 30 分～）

・移動図書館（3年生）

17 水
・いきいきサロン第 1（午後 1時 30 分～）

・ニコニコ相談会

18 木

・いきいきサロン第 2（午後 1時 30 分～）

・移動図書館（4～ 6年生）

・戸籍係窓口延長（午後 7時まで）

19 金

・いきいきサロン光明寺（午前 10 時～）

　　　　　　　　　 大木戸（午後 1時 30 分～）

・くにみ観月台カレッジ全体学習「時事問題解説」

20 土
・国見っ子わんぱく広場「つみきのじろちゃんがやってくる」

・子ども司書の日

21 日 ・子育てリフレッシュ教室「リフレッシュヨガ」

22 月 ・いきいきサロン板橋・板橋南（午前 10 時～）

23 火

・秋分の日

・義経まつり

・くにみの日（施設無料開放）※町民限定

24 水 ・いきいきサロン貝田（午後 1時 30 分～）

25 木

・いきいきサロン大枝（午前 10 時～）

　　　　　　　　　 泉田上・中（午後 1時 30 分～）

・3か月児・9か月児健診

・心配ごと相談（午前 9時～正午）

・ブックスタート

・戸籍係窓口延長（午後 7時まで）

26 金
・いきいきサロン源宗山（午前 10 時～）

27 土
・ペアレントトレーニング（午後 2時～）

・メタボ・フレイル予防料理教室

28 日

・結婚世話やき人月例相談会（午後 1時～午後 3時）

・山本奈央オカリナコンサート

・少年仲間づくり教室「音楽鑑賞教室」

・マイナンバーカード休日臨時窓口（事前予約制）

29 月 ・いきいきサロン高城（午後 1時 30 分～）

30 火 ・いきいきサロン石母田（午後 1時 30 分～）

10/1 水
・いきいきサロン太田川・小坂（午後 1時 30 分～）

・就学時検診（子育て学習講座）

2 木

・いきいきサロン藤田（午前 10 時～）

　　　　　　　　　 塚野目（午後 1時 30 分～）

・移動図書館（1年生）

・戸籍係窓口延長（午後 7時まで）

3 金 ・いきいきサロン第 4（午後 1時 30 分～）

4 土

5 日
・国見町図書館5周年記念イベント「国見町図書館フェスタ」

・町民登山

6 月

・いきいきサロン上野（午前 10 時～）

　　　　　　　　　 川内（午後 1時 30 分～）

・観月台文化センター休館日

7 火
・いきいきサロン内谷・鳥取（午後 1時 30 分～）

・心配ごと相談（午前 9時～正午）

8 水 ・いきいきサロン第 3（午後 1時 30 分～）

9 くにみカレンダー

19 広報くにみ　2025.9

　掲載を希望されない方は、届出の際にお申し出ください。

戸 籍 の 窓 口
7 月 21 日～ 8月 20 日受付分

【当町窓口で受付した方で、町内に住所を有する方を掲載しています】

● 誕 生 お め で と う ●

佐藤　奏
かな

太
た

 ちゃん　

　　 　敬太さん　志緒理さん

（ 宮 東 ）

● 結 婚 お め で と う ●

齋藤　友希さん　　

大友　瑞希さん　

（源宗山北）

●おくやみ申し上げます●

後藤　正勝さん 81 （ 川 内 ）

大内　　守さん　 92 （ 山 根 ）

蓬田ナミ子さん 100 （国見の里）

村上　和臣さん 54 （ 山 根 ）

三木　サヨさん 99 （ 山 崎 北 ）

徳江　昭一さん 93 （石母田西）

小野ヨシノさん 84 （ 山 根 ）

18広報くにみ　2025.9

『広報くにみ』をもっと身近に

スマートフォンやタブレット端末などで、いつ

でもどこでも簡単便利に「広報くにみ」を読む

ことができるよう、「マチイロ」「マイ広報紙」

を導入しています。ぜひ利用ください。

\ ダウンロードはこちら /

マイ広 報 紙
市区町村の広報紙をネットやスマホで \ ホームページにアクセス /

まちの情報ボックス

今月の納期限は 9月 30 日火
町税等の納付は「口座振替」が便利です

固定資産税【第 3 期】

問税務課課税係 ☎ 585-2778  税務課収納係　☎ 585-2780

国民健康保険税（普通徴収）【第 3 期】

後期高齢者医療保険料（普通徴収）【第 2 期】

問ほけん課国保係　☎ 585-2785

介護保険料（普通徴収）【第 3 期】

問福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

●口座振替をご利用の方は、前日までに預金残高を確認してくだ

　さい。再振替は行っていないのでご注意ください。

●口座振替のお申込みは、通帳印不要の「ペイジー口座振替受付

　サービス」をご利用になれます。

　※一部利用できないキャッシュカードがあります。

● 町税や上下水道使用料は、バーコードを読み込んで、コンビニ

　やスマホ決済アプリからも納付が可能です。

●  QR コードが印刷されている町税の納付書は、「地方税お支払サ

  イト」からクレジットカード等の電子納付ができます。また、

　金融機関の一部店舗では ATM で納付ができます。

道の駅国見あつかしの郷 ☎ 024-585-2132道の駅国見あつかしの郷 ☎ 024-585-2132

オータムセール開催中
道の駅国見あつかしの郷

―国見秋のフルーツフェア―

【テーマ】食べて元気！フレイル予防

　◆日　時　9月 25 日木　午後 4時から

　◆場　所　公立藤田総合病院　ホールシャングリラ

　◆講　師　管理栄養士　大竹　春奈

　※申込不要、無料セミナーです。

問公立藤田総合病院健康管理センター　☎ 585-2121

元気セミナー

広告掲載

広告掲載



夢夢にに向向かってかって

　今は、まずは志望校に合格できるように受験勉強を頑張っています。苦手教科を中心に、勉強する範囲を決

めて「今日はここまでやる！」と自分に課しながら励んでいます。数学のように答えが一つの教科は得意ですが、

私はつい深く考えすぎてしまう性格なので、手が止まってしまうこともあります。だからこそ時間の使い方を

意識して効率的に勉強するよう心がけています。 

　将来は、どんなことでも楽しめる大人になりたいです。仕事でも遊びでも、そして困難なことでも、前向き

に取り組める人でいたいと思います。私の座右の銘は「困難は分割せよ」です。国語の授業でこの言葉に出会い、

「できない」と思うことでも、細かく分けて一つずつ解決すれば乗り越えられることを学びました。壁にぶつかっ

たときは思い出しながら、人生を思いきり楽しんでいきたいです。

　私の将来の夢は、東京で働くことです。首都圏は人も情

報も多くて、選択肢もたくさんあります。そういう場所で

生活したり、仕事をしたりして、自分の視野を広げてみた

いと思っています。 この夢を持つようになったきっかけは、

東京で美容師をしている兄の存在です。兄は職業柄、色々

な人と接することが多く、その話がすごく面白くて、私も

接客業に興味を持ちました。特にコスメやジュエリーなど

の女性向け販売店で働いてみたいです。お客様が喜んだり、

笑顔になってくれたら、私もうれしいですし、そんな瞬間

をつくれる仕事って素敵だなと思います。 

夢は東京　広がる私の未来――

第 41回佐
さ

藤
とう

　葵
あおい

 さん（県北中 3年）

〒969-1792　福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二 1-7

TEL 024-585-2111　FAX 024-585-2181

E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/


